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１．神戸市の図書館整備と図書館をめぐる環境の変化 

（１）神戸市の図書館整備について 
ア．中央図書館・地域図書館の役割 
神戸市立図書館は、中央図書館と各区の地域図書館・分館によって構成された、図書館

システムとして運営されている。中央図書館は、神戸市の核となる図書館として、専門図

書・雑誌・新聞を含む広範な資料の収集や網羅的な郷土資料の収集を図ることで、市民の

資料要求に応えるとともに、レファレンスサービスにより市民からの調査・相談にも応じ

ている。また、地域図書館は、市民の身近な書斎として、十分な蔵書により日常的な読書

要求に応えるとともに、予約サービスによる他の図書館からの図書の取り寄せや、他の市

立図書館で貸出した図書の返却も受け付けている。 
 イ．地域図書館の整備                          （資料１） 

神戸市の図書館システムは、明治 44
年開館の中央図書館を中心に、昭和 33
年の長田分館の開館以降、昭和 45 年に

策定された「神戸市生活環境基準」に

よる「１区１図書館構想」により計画

的に進められた。 
昭和 55年には現在の中央図書館が建

設され、業務の電算化が実現した。そ

の後、平成元年の灘・西図書館の移転

とオンライン化、平成 8 年の兵庫図書

館開設、そして既設図書館業務電算化

の完了となる平成 13 年の東灘図書館

業務電算化により全館がオンラインネ

ットワークで結ばれ、図書館コンピュ

ータネットワークシステムが完成した。

これにより、以前は各館が個別にサー

ビスを行っていたものが、全館の蔵書

検索や本の取り寄せ等のネットワーク

を使ったサービスが実現し、地域図書

館の機能が大きく変化した。またその間に、神戸市外国語大学図書館、看護大学図書館が

共有の目録データシステムに加わることで、神戸市図書館情報ネットワークシステムとし

て、全国的にも例のないユニークな運営を行っている。 

地域図書館整備（年表） 
昭和 33 年  長田分館開設（539 ㎡） 
昭和 35 年  三宮分室開設（61 ㎡） 
昭和 42 年  王子分館開設（359 ㎡） 
  （児童文化会館併設） 
昭和 45 年  西神分室開設（183 ㎡） 
        ｢神戸市生活環境基準｣による 1 区 1 館構想 
昭和 47 年  分館、分室を図書館と改称 
昭和 49 年  東灘図書館開設（644 ㎡） 
         北区民センター図書館開設（835 ㎡） 
昭和 55 年  三宮図書館移転（1,079 ㎡） 
        中央図書館業務電算化 
昭和 56 年  須磨図書館開設（762 ㎡） 
昭和 57 年  北区民センター図書館を編入 
平成元年  灘図書館開設（1,358 ㎡）※王子図書館廃止 
  （オンライン化、視聴覚サービス） 
        西図書館開設（880 ㎡）※西神図書館廃止 
平成 3 年  垂水図書館開設（855 ㎡） 
平成 7 年  新長田図書館開設（1,022 ㎡）※長田図書館廃止 
  （韓国・朝鮮コーナー→アジアコーナー） 
         北図書館北神分館開設（411 ㎡） 
         神戸市図書館情報ネットワークシステム稼働 
平成 8 年  兵庫図書館開設（1,199 ㎡） 
  （戦災記念資料室） 
平成 11 年  三宮、須磨図書館業務電算化 
平成 12 年  北図書館業務電算化 
平成 13 年  東灘図書館業務電算化（全館電算化完了） 
平成 15 年  返却フリーシステム開始 
  全図書館に BDS（貸出確認装置）設置 
平成 16 年  北図書館北神分館拡張（931 ㎡） 

 ウ．平成以降の地域図書館整備 
平成以降の地域図書館整備の中では、オンライン化による全館の所蔵情報の共有や、地

域図書館での参考図書の充実、灘図書館での視聴覚サービスの提供、どこの図書館でも返

却できる返却フリーシステムの導入、インターネットでの予約受付等の新たなサービスに

対応するなど、様々な面で市民サービスの拡充に努めてきた。また、市民の図書館への期
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待はますます大きく、新しい図書館への要求水準も高くなってきている。 
（各地域図書館の概要は、参考資料１を参照） 

 
（２）図書館をめぐる環境の変化 
  図書館サービスは、昭和 40 年代後半に大きく変化した。学生が自習のために利用する施

設というそれまでの古い公共図書館のイメージを一新し、市民が求める資料提供を任務と

する図書館へと、その運営方針を大きく転換した。その結果、貸出は著しい伸びを示し、

図書館は市民の身近な施設となった。そして現在、貸出サービスだけではなく、近年の情

報化の進展や、子どもの読書環境の整備等の社会状況の変化の中で、これまで十分ではな

かった、市民の課題解決や子育て支援としての図書館サービス等の充実が求められている。 
ア．「これからの図書館像」                       （資料２） 

平成 18 年 3 月に文部科学省から

出された報告「これからの図書館像」

では、これからの図書館サービスに

求められる新たな視点として、従来

のサービスに加え、「住民や地域に役

立つ図書館」、「レファレンスサービ

スの充実」、「課題解決支援機能の充

実」、「ＩＣＴの活用や電子媒体の利

用」、「児童・青少年サービス」、「地

域・学校との連携」等、社会の変化

に応じた今後の図書館のあり方につ

いて提言を行った。 

「これからの図書館像」（提案） 
１．公立図書館をめぐる状況 
(1)図書館の現状 
(2)社会の変化 
２．これからの図書館サービスに求められる新たな視点 
(1)図書館活動の意義の理解促進 
(2)レファレンスサービスの充実と利用促進 
(3)課題解決支援機能の充実 
(4)紙媒体と電子媒体の組合せによるハイブリッド図書館の整備
(5)多様な資料の提供 
(6)児童・青少年サービスの充実 
(7)他の図書館や関係機関との連携・協力 
(8)学校との連携・協力 
(9)著作権制度の理解と配慮 
３．これからの図書館経営に必要な視点 
(1)図書館の持つ資源の見直しと再配分 
(2)図書館長の役割 
(3)利用者の視点に立った経営方針の策定 
(4)効率的な運営方法 
(5)図書館サービスの評価 
(6)継続的な予算の獲得 
(7)広報 
(8)危機管理 
(9)図書館職員の資質向上と教育・研修 
(10)市町村合併を踏まえた図書館経営 
(11)管理運営形態の考え方 
４．国、都道府県の役割 
(1)都道府県の役割 
(2)国の役割 
(3)国立国会図書館の役割 

イ．図書館法改正 
平成 20 年 6 月に「図書館法」が

改正され、その中で「図書館が行う

事項として、社会教育における学習

の機会を利用して行った学習の成果

を活用して行う教育活動等の活動の

機会を提供・奨励する事項を加える

こと。」及び「図書館の事項の実施に

おける配慮事項として家庭教育の向上に資することを加えるとともに、図書館協議会の委

員を任命できる範囲に家庭教育の向上に資する活動を行う者を加えること。」等が新たに

加えられ、これまで以上に、ボランティア活動の推進や、家庭での読書推進等について、

公共図書館の担うべき役割が大きくなった。 
神戸市立図書館においても、それらの図書館をめぐる環境の変化を踏まえて、地域の実

情に応じた、新たな図書館のあり方を検討する必要がある。 
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２．東灘図書館の現状と整備の課題 

（１）東灘区の特色 
新東灘図書館整備方針を検討するについては、東灘区の特色、課題を把握する必要があ

る。平成 17 年 6 月に東灘区は「であい・つなぎあい・育ちあい・東灘」を指針とする「東

灘区中期計画」を策定し、５つの取り組みをすすめることとした。当検討会では「東灘区

中期計画」を参考として図書館活動に関わる３点を以下の通りまとめた。 
ア．「子どもの数が増加している」 
東灘区は阪神・淡路大震災以後、若い子育て世代の転入が多く、区内の出生数も多い状

態が続いている。全国的には「少子高齢化」が言われているが、東灘区では「多子高齢化」

という状況となっている。 
イ．「震災以後、新たに区民となった割合が４割を超えている」 
震災後のマンション建設により、他市、他区から転入してきた人が多く新たに区民とな

った割合が４割を超えている。東灘区では新しい住民にまちを知ってもらい互いに育ちあ

いながらまちをつくるということを課題としている。 
ウ．「地域団体やＮＰＯなどのボランティア活動が活発」 
東灘区では地域団体やＮＰＯなどのボランティア活動が活発で、ＮＰＯの事業所数が中

央区に次いで多いということである。図書館現場でも、ボランティアの協力で読み聞かせ

などのおはなし会が以前から毎週開催されていることや、返本や書架整理などのフロアボ

ランティア活動が活発ということも、地域の特色として現われている。 
新東灘図書館の整備について、多くの児童の利用への対応、転入者への地域情報の提供、

読書に関わるボランティア活動への支援が重要である。 
 

（２）東灘図書館の現状 
 ア．東灘図書館の概要 

現在の東灘図書館は、昭和 49 年 2 月に開設し地域図書館では一番古い施設であり、面積

は 644 ㎡と最も狭く、蔵書数は約 88,140 冊（平成 19 年度末）である。平成 10 年度から

の貸出利用の伸び率は全館合計の伸び

率を上回っている。 
施設面では、２､３階の２フロアに分か

れているがエレベーターなどバリアフ

リーに対応した設備もないことから、多

くの利用者が不便さを感じている。また、

開設当時は閲覧室であったところが、蔵

書の増加に伴い書架スペースに置き換

えられているなど、閲覧席も少なく来館

者が快適に読書できる施設とは言えな

い。２フロアに分かれていることから、

２階が児童専用のスペースとなっているのは他の地域図書館にはない特徴である。 

(資料３）利用状況の変化
(平成10年度を100とした伸び率)
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（資料４）東灘図書館平面図 
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イ．利用の特徴 
利用の特徴は、12 歳以下の児童の

利用が多いこと、予約サービスの利

用が多いことである。児童の利用に

ついては、子どもの数が多いという

ことを反映して児童の貸出人数

（27,139 人）、登録者全体に占める

児童の割合（16.6％）が神戸市内の

図書館で一番高い。貸出冊数に占め

る児童書の割合（33.3％）も非常に

高いが、所蔵冊数に占める児童書の

割合（29.3％）は地域図書館の平均

値程度であり、質量ともに児童書の

より一層の充実が望まれる。 

（資料５）児童利用の比較
（全館平均を１００とした比較）
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予約サービスの利用については、平

成 19 年のインターネットでの申込

受付開始に伴い、どの館も飛躍的に

増加しているが、特に東灘図書館の

利用増加は著しい。１日に 1,000 冊

を超える予約本の貸出をすることも

あり、予約図書を受け取るためだけ

に来館する利用者も多い。また、貸

出冊数に占める予約本の割合（22.7％）も三宮図書館に次いで高い。 

（資料６）貸出冊数、予約貸出比較
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 ウ．市民満足度調査の結果から 
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平成 19 年 12 月に神戸市立図書館全館で実施した「市民満足度調査」の結果を見ると、

東灘図書館の利用者は女性（56.4％）が多く、その中でも職業欄に主婦と回答した人

（25.8％）が多かった。満足度については、予約サービスについての評価は高いものの、

他の調査項目はすべて全館の平均を下回る結果となった。自由意見記入欄には、施設の老

朽化や狭さ、バリアフリーでない点についての記入（45 件）が最も多く、次いで蔵書の古

さ、少なさと祝日開館、開館時間の延長についての意見（39 件）が多く寄せられた。 

（資料８）図書館サービス満足度
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）移転先の状況と整備の課題 
でもない(3 点)、やや不満(2 点)、不満(1 点)で算出 

（３

役所跡地（東灘区住吉東町 2 丁目）は、近隣商業地域と第１種住居地

域

ア．移転先の状況 
移転先の旧東灘区

からなる約 5,000 ㎡の土地で、国道２号線に面した交通の便の良いところであり、最寄

り駅は JR、六甲ライナーの住吉駅、近隣には区役所、区民センターなどの公共施設があ

る。すぐ東に住吉川が流れるという立地であるが、天井川なので敷地で南西方向に最大 6
ｍの高低差がある。                     （資料９）移転先周辺地図 

  

消防署 

区役所 

移転先 

住吉駅 

区民センター 2 号線 

住吉川 
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イ．整備の課題 
上述した東灘図書館の現状や図書館をめぐる環境の変化を踏まえると、新東灘図書館は、

現在、高齢者やからだの不自由な人々の利用の障がいになっている施設をバリアフリーと

しハード、ソフトの両面から誰にも使いやすいものにするとともに、貸出中心の図書館サ

ービスから、これまで十分ではなかった調べもの等にも対応できるように機能を充実し、

整備していく必要がある。また、これまでの地道なボランティア活動によって支えられて

きた子どもの読書活動推進を継続し、さらに発展させることも重要である。さらに区民の

書斎として明るく居心地の良い空間として整備されることが望まれる。 
これまでの地域図書館整備の経過を踏まえ、新たな地域図書館整備として、さらに一歩

進んだ図書館サービスを提供し、新たな機能に対応できることが求められる。ただ神戸市

は震災以後依然きびしい財政事情を強いられており、このような中での図書館整備となる

ため、必要な機能やサービスと施設・設備について十分な検討と創意工夫が求められ、効

果的、効率的な図書館運営ができるように整備を進める必要がある。 
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３．新東灘図書館に求められる機能とサービス 

新東灘図書館の整備に当たっては、「図書館法」、「公立図書館の設置及び運営上の望まし

い基準」、アンケート調査による市民要望等を踏まえ、以下の機能とサービスの拡充を図

る必要がある。 
 

（１）地域の情報拠点 
「これからの図書館像 ～地域を支える情報拠点をめざして～」では、現状の図書館サ

ービスが、「調査研究への支援」や「レファレンスサービス」、「時事情報の提供」等につ

いて、未だ十分とはいえず、「これからの図書館は、従来のサービスに加えて、これらを

始めとするサービスや情報提供を行うことによって、地域の課題解決や地域の振興を図る

必要がある。」と指摘している。 
当検討委員会が行ったアンケート調査（参考資料２参照、回答数 892 人）では、新しい

図書館で充実すべき機能・サービスとして「調べものへの支援」を挙げる人（355 人）が

最も多く、次いで「電子資料への対応」を挙げる人（299 人）が多かった。新東灘図書館

において調べものや読書ができる閲覧席の確保が望まれる。調べ物に必要な参考図書を充

実するとともに、中央図書館との連携のもとに簡易なレファレンス等にも対応することで、

市民の課題解決への支援を図る必要がある。さらに、市民の読書要求に応える十分な図書

を揃えることで、市民と本との出会いの場となることが求められる。 
また、東灘区では震災後の転入者が多いことから、中期計画にも新しい区民にわがまち

を知ってもらうことや新・旧住民の交流を図ることが挙げられている。新東灘図書館でも

行政機関、地域住民と連携し、郷土資料や行政に関わる情報等、地域関連情報の収集・提

供機能を拡充することが必要である。 
「これからの図書館像」には「紙媒体と電子媒体の組み合わせによるハイブリッド図書

館の整備」という項目がある。レファレンスサービスや住民の課題解決支援について、こ

れまでは地域図書館では限界があった。新東灘図書館は、これまでの紙媒体の情報に加え

て、インターネットや電子資料等のＩＣＴへの対応も考慮されなければならない。所蔵す

る参考資料と合せて、インターネット、外部データベース、CD－ROM 等の電子資料を活

用することにより豊富な情報提供が可能となる。また、これまで図書館では、視聴覚サー

ビスを映像・音声資料の提供として位置付けてきたが、今後は電子資料との一体的な扱い

を考慮する必要がある。 
また、東灘区は「文教のまちづくり」を進めており、区内に大学が多くある。区内の国

立大学図書館や、一部の私立大学図書館は、地域住民に公開されている。今後、大学図書

館が持つ専門図書等の利用について、市立図書館からも連携について積極的な働きかけを

行う必要がある。 
さらに、これまで開館時間の制約等により、図書館利用が困難であった市民への利用機

会の拡充が図れるよう、開館時間の延長や祝日開館も実施する必要がある。 
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（２）子どもの読書活動の推進 
東灘区は、新規転入者を中心にして子育て世代が多く、図書館においても子どもの利用

が多いことから、これまでもおはなし会を毎週開催するなど、子どもの読書活動推進に努

めてきた。今回実施したアンケート調査の結果からも、「子ども、親子へのサービス」へ

の期待が高く、より一層子どもの読書活動の推進が必要である。図書館が本を媒介にした

保護者の交流の場となるとともに、子育ての中での読み聞かせや読書の推進を図り、子ど

もたちに読書の喜びを伝えることが必要である。おはなし会等の行事開催をさらに推進す

るとともに、現場での経験や研修を積み子どもの本に通じた職員による読書案内や、親子

で本にふれあう場の提供も求められる。 
また、今後策定予定の新たな子どもの読書活動推進計画を踏まえながら、多くの児童・

生徒の利用への対応ができるよう、絵本、読み物、調べ学習等に必要な児童図書の充実や、

読書離れが進んでいる中・高生等の所謂ヤングアダルトを対象とした図書の充実が求めら

れる。さらに、学校での調べ学習や読書活動を支援するため、学校との連携を強化し、現

在は対応できていないクラス単位での図書館利用にも応じることのできる機能の確保を

図るとともに、学校へ出向いてのブックトークや読み聞かせ等の活動を、地域のボランテ

ィアとも協力しながら推進する必要がある。 
 

（３）ユニバーサルデザインに配慮したサービス 
神戸市では、平成 16 年「こうべＵＤ広場からの呼びかけ」を取りまとめ、「年齢、性別、

文化、身体の状況など、人々が持つ様々な個性や違いを越えて、一人ひとりが互いに多様

性を認めあい、はじめから、だれもが利用しやすいように、まちや建物、製品、環境、サ

ービスづくりを行っていこうとする考え方」（世界一ユニバーサルなまち神戸をめざして）

のもと、誰もが利用できる施設づくりや、多様なサービスの提供、ＩCＴを活用した情報

提供など、様々な取り組みを進めている。 
新東灘図書館は、だれもが使いやすい施設とサービスを提供するため、ユニバーサルデ

ザインの考え方に沿った整備が求められる。公共図書館は、障がい者、高齢者、外国人等、

様々な市民が利用する施設であり、車椅子でも利用しやすい施設であることはもちろんの

こと、乳幼児連れの方や高齢者等の利用者への配慮、施設の案内表示への外国語表記など、

施設・サービス等に関してユニバーサルデザインの考え方に基づいた整備を進める必要が

ある。 
日本語を母語としない利用者には、外国語の新聞や雑誌が必要と考えるが、留学生が日

本語の習得のために児童書を活用する例もあり、多様な資料の提供が求められる。また、

多言語で書かれた外国人向けの利用案内やだれにでも分かり易い館内サイン等が必要で

ある。利用案内に採用する言語については在住者統計等から地域特性に対応したものを選

択する必要がある。 
なお、障がい者サービスに必要とされる朗読テープや点字図書については、主に点字図

書館が貸出等のサービスを実施しているが、地域図書館においても、目の不自由な方や高

齢者向けの大活字本や子ども向けの布絵本等の提供、あるいは対面朗読サービスを実施す

ることで、より充実した図書館サービスの提供が可能となる。そのためにはＩＣＴの活用
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にも留意する必要がある。 
 
（４）地域との連携 

図書館は、地域の情報拠点として、学校、家庭、地域等の関係者あるいは関係機関との

連携が不可欠であり、また、地域に関する資料や情報の収集・提供を積極的に行う必要が

ある。 
現在、東灘図書館では、「わが街再発見コーナー」に地元と関連の深い「酒・ファッショ

ン」に関する図書を集め、また、東灘区から経費的な支援を得て設置した「東灘コーナー」

には郷土・行政関係の図書やパンフレットを配架している。 
新東灘図書館の整備に当たっては、「わが街再発見コーナー」を利用実態に沿って見直す

とともに、「東灘コーナー」の充実を図る必要がある。東灘に関わる郷土資料（地域の歴

史や「だんじり」等の祭り、また行政関係の資料等）の収集・提供の強化を図り、あわせ

て地域住民の交流・ふれあいの場としても拡充を図る必要がある。また、郷土を知る上で

必要な各種の資料展示についても、区内の資料館との役割分担を踏まえて、期間を区切っ

て実施すること、他の図書館資料展示との両立等の検討が必要である。 
 
（５）読書に関わるボランティアとの協働 

東灘図書館では、これまでもおはなしのボランティアや書架整理等のボランティアが活

発に活動しており、今後より一層のボランティアとの協働による図書館運営を図ることが

求められる。また、読み聞かせびと養成講座修了生への活動の場の提供や、実地の活動を

通じてのスキルアップの実施等、ボランティアの養成、育成を図り、さらに、地域で活動

する「子ども文庫」等への団体貸出による支援や人的な交流・連携も必要である。 
また、東灘区の多子高齢化という現状を踏まえ、シニア世代を視野に入れた、ボランテ

ィア間の世代交流やボランティア活動を通した生涯学習への支援等も検討する必要があ

る。 
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４．新東灘図書館に必要な施設と設備 

新東灘図書館に求められる機能とサービスの拡充については、施設や設備の面での充実

が不可欠である。新しい図書館の整備に当たっては、以下の項目に配慮する必要がある。 

 
（１）立地を活かした施設配置 

神戸は、六甲山と瀬戸内海に挟まれ自然に恵まれた土地であり、新東灘図書館の建設予

定地である旧東灘区役所跡地も、住吉川に面した景色の良い場所である。神戸市では、平

成 19 年に「デザイン都市・神戸の推進に関する基本的方針」を策定し、「地域の個性を活

かした魅力ある空間の形成を図り、にぎわいと楽しさにあふれ、市民がやすらぎやここち

よさを感じられるまちを目指します」と宣言した。 
日常的に利用される図書館は、快適で、やすらぎを得ることができ、何度でも行ってみ

たくなる施設であることが求められる。新しい図書館は明るく快適な施設であることが望

まれる。住吉川等の景色が見える窓からの十分な採光を確保し、余裕のある天井高や、書

架やカウンターの配置を工夫することによって、開放性や広がりを感じさせることも可能

である。雑誌コーナー、ブラウジングコーナーの充実やテラス等の屋外環境との連続性を

考慮することも、快適な空間を作るうえで効果的である。 
 
（２）調査・閲覧コーナーの充実と電子資料への対応 

地域の情報拠点として、日常の課題解決に必要な参考資料を整備し、利用者アンケート

でも施設の充実の面で最も多くの要望（459 人）があった適切な数の「調べものができる

席」の確保が必要である。また、ハイブリッド図書館の実現のためには、インターネット

や電子資料、及び視聴覚資料も含んだマルチメディアへの対応について、パソコン等の機

器が使用できる施設整備が不可欠である。持ち込みパソコンによるインターネット利用に

必要な公衆無線ＬＡＮや電源等の設備と、将来的なサービスの拡充や利用増に備えて床面

のフリーアクセス化や照明設備への配慮も必要である。 
視聴覚サービスについては、メディアの変化に柔軟に対応できるようにパソコンで閲覧

することや、ビデオ・オン・デマンドのようなコンピュータネットワークを利用したサー

ビスを考慮した施設整備を図るべきである。 
また、このようなＩＣＴを活用したサービスの実施には、神戸市セキュリティーポリシ

ーに沿った情報セキュリティーの確保について十分な対策を行うことも不可欠である。 
 

（３）親子が本にふれあう場と見学等の受入れスペース 
東灘図書館には地域図書館で唯一独立した「おはなしの部屋」があり、子どもたちが周

りの声や音を気にせずおはなしの世界に入っていけるということが、おはなし会を毎週開

催することができる大きな要因となっている。新東灘図書館にもこの機能を引き継ぎ、適

切な広さの独立した「おはなしの部屋」を設置し、子どもと本との出会いの場を提供する

必要がある。 
また、新東灘図書館では「親子読書コーナー」として、来館した親子がリラックスした
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雰囲気の中で、それぞれが本を読んだり読み聞かせを行ったりすることができる場の確保

が必要と考える。なお、靴を脱いで上がれるようなカーペット張りのコーナー等の設置に

当たっては、適切な利用が図れるよう、コーナーの運営や施設管理に十分配慮する必要が

ある。また、児童図書コーナーにはすぐれた絵本などを表紙が見えるように並べて、子ど

もが本とふれあうきっかけとなるような工夫も必要であり、適切な書架の選定についても

考慮しなければならない。 
学校との連携については、１クラス（約 40 人）程度の受け入れができるスペースを確保

することにより、小学生の社会見学だけでなく、区内の学校の校外授業や夏休みなどのグ

ループ学習への対応も可能となる。アンケート調査では、「学習・自習のスペース」への

要望も高いが、近隣の東灘区民センターにある青少年コーナーの利用状況も踏まえ検討す

る必要がある。 
 
（４）地域情報、郷土資料展示コーナー 

住民への地域に関する資料、情報の提供は図書館の大きな役割であり、新しい図書館で

は、従来の「わが街再発見コーナー」の見直しと、住民への地域情報の提供を積極的に努

めるための「東灘コーナー」の充実が必要である。また、コーナーの運営については地域

住民、行政機関等との連携が必要で、区民交流の場として郷土資料の展示スペースにも考

慮する必要がある。絵画や写真等の作品を展示するために、壁面を利用したギャラリー等

を併設することができれば、図書館が地域住民の生涯学習の成果発表の場ともなり、区民

交流の活性化が期待できる。 
 
（５）ボランティアの活動拠点 

読書に関わる盛んなボランティアの活動拠点としてスペースの提供が必要である。ボラ

ンティアの情報交換、読み聞かせ等の研修、本の修理等の活動の場として必要なスペース

の確保が必要である。 
 
（６）誰もが利用しやすい施設・設備 

新東灘図書館整備は、ワンフロアで、バリアフリーな施設の実現はもちろんであるが、

より広くユニバーサルデザインに配慮しただれでも利用しやすい施設を目指さねばなら

ない。 
車椅子での利用等については、必要な書架間隔の確保や段差の解消を図る必要がある。

また、必要な場所への手すりの設置や、読書の合間の休憩にも利用できる背もたれのある

椅子を適切に配置することによって、障がい者や高齢者にも利用しやすい施設になると考

える。トイレについて、神戸市では「こうべ・だれでもトイレタウン」計画を進めている

が、障がい者、高齢者、幼児の利用に配慮した設備が求められる。 
乳幼児連れの方へは、トイレ内のベビーチェアやおむつ交換台の設備や授乳室設置等の

配慮も必要である。小さい子ども向けのおはなし会の実施については、ベビーカーでの来

館への対応も必要である。 
目の不自由な方や本を読みづらくなった高齢者への読書サービスとして、大活字本の配
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架や拡大読書器の配備、視力障がい者に限定しない対面朗読サービスの実施を検討し、そ

れらに対応した施設・設備の整備が必要である。 
 

（７）安全で快適な施設 
子どもの安全への配慮も重要である。職員の目が届くように館内の見通しを考慮すると

ともに、死角となる場所には防犯カメラの設置等が必要である。また、来館する子どもた

ちや不特定多数の人々に地域の安全や防災に関する情報を迅速かつ正確に伝える工夫が

必要である。 
２フロアで大人と子どもが分離されている現在の東灘図書館では、大きな問題となって

いないが、図書館としての静かさは快適に利用するための重要なポイントである。一方、

小さな子どもを連れていても気兼ねなく利用できる施設であることも重要である。ワンフ

ロアとなってもお互いが快適に利用できるように、大人と子どもの利用スペースの適切な

配置が必要である。 
図書館の出入口については、来館者の動線に配慮し、分かりやすく、アプローチしやす

い位置を考慮する必要がある。自転車等での来館者が利用しやすい施設とするため、駐輪

場等の確保が必要である。また、現在の東灘図書館で解決課題となっているブックメール

カー（図書搬送車）の駐車場の確保と、利用者の安全のために人と荷物の動線の分離を可

能な限り実現しなければならない。 
カウンターバックや事務室スペースにおいても、増大する予約利用に対応するため、円

滑に業務を行うためのスペースと効率的に作業できるような配置が必要である。さらに、

今後必要となる新たなサービス等に柔軟に対応できるスペースの確保や、親子読書コーナ

ー付近ではベビーカーでの利用にも配慮する必要がある。 
 
（８）スペースの有効活用と省エネルギー対策 

各種行事や学校からの見学受入、読書に関わるボランティア活動の場等には、閲覧スペ

ースから独立した部屋が必要となるが、スペースの有効活用を図るため、それぞれの目的

に特化した施設整備を行うのではなく、必要な条件を重ね合わせることにより、多目的に

活用できる部屋の整備を考慮する必要がある。所謂多目的室の整備により将来的に新たな

サービスにも対応が可能となる。 
なお、神戸市では平成 18 年、「神戸市役所地球温暖化防止第２次実行計画」を策定し、

省エネルギー等による温室効果ガスの削減に努めているところである。新東灘図書館にお

いても、環境への負荷に配慮した設備等の整備が求められ、適切な区画ごとに照明や冷暖

房等の管理が行えるようにすること等が必要である。また、自然光や外気の取り入れ等で

省エネルギーを考慮した施設とすることが必要である。 
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５．新東灘図書館整備に向けて 

（１）これからの図書館として考慮すること 
先に述べたとおり、これからの図書館には、地域の情報拠点としての課題解決支援や電

子資料等への対応、子どもの読書活動の一層の推進や、ユニバーサルデザインに配慮した

施設及びサービス、地域・大学との連携、立地条件に配慮した安全で快適なスペース等を

重点に置いた機能の拡充が求められる。 
ただ、厳しい財政状況の中で新東灘図書館整備を図るには、できるだけ無駄のない機能

的で柔軟な利用が可能な施設であることが求められる。そのためには、これまでの地域図

書館整備の経験を活かして、目的、機能によるスペースの重ね合わせ等も考慮する必要が

ある。 
また、子どもサービス等に関する職員の質の確保や、レファレンス等に関する職員研修、

またＩＣＴの活用や民間活力の適切な導入等、変化する社会の状況に適した図書館運営に

ついて、十分考慮する必要がある。 
 

（２）神戸市図書館システムとして全館的に考慮すること 
神戸市立図書館は、中央図書館と地域図書館との連携と、それを支える情報システムに

よるネットワークを基礎として、市民サービスを行っている。インターネット等を通じて

の予約申込による中央図書館や他の地域図書館からの資料取り寄せとともに、市立図書館

に所蔵していない図書についても、県立図書館や大学図書館を含む他の図書館からの相互

貸借により、利用者への資料提供サービスを行っている。特に、専門図書については、公

共図書館だけでは十分な収集を図ることは困難であり、地域の大学図書館と連携し、分担

収集や、相互協力による貸出、市民開放を実施している大学図書館の蔵書の案内等を行う

ことにより、市民サービスの拡充を図ることが必要である。 
また、地域図書館で十分対応することができないレファレンスについても、中央図書館

がバックアップすることで、レファレンス機能の確保が図られている。中央図書館で解決

できない場合は、さらに、県立図書館や国会図書館へ調査を依頼することも可能である。 
このように、図書館サービスはネットワークを通して、広範囲の図書館群により支えら

れている。今後、このネットワークをより強固なものにしていく一方、すでに構築されて

いるネットワークを十分に活用することにより、よりよい市民サービスの提供が求められ

る。新たに設置された神戸市立図書館協議会の運営等を通じて、利用者・市民の意見を反

映するとともに、適切な情報提供にも努めていただきたい。 
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参考資料 

１．地域図書館の概要 

館 名 開設年次 
面積(㎡) 
（専有） 

蔵書数(冊) 
貸出冊数(冊) 
（1 日平均） 

備考 

東 灘 図 書 館 昭和 49 年 2 月 
644 

（644） 
88,140 

551,039 
（1,874） 

2 階 児童室、おは
なしの部屋 
３階 東灘ｺｰﾅｰ 

灘 図 書 館 平成元年 4 月 
1,358 

（1,120） 
101,926 

756,996 
（2,575） 

視聴覚コーナー 
多目的コーナー 

三 宮 図 書 館 昭和 55 年 4 月 
1,079 

（606） 
72,701 

463,465 
（1,197） 

IT 関連図書ｺｰﾅｰ 

兵 庫 図 書 館 平成 8 年 5 月 
1,199 

（1,122） 
97,551 

352,016 
（1,197） 

戦災記念資料室 
健康・福祉ｺｰﾅｰ 

北 図 書 館 昭和 49 年 12 月 
835 

（835） 
75,957 

389,559 
（1,325） 

２階 児童室、多目
的室、学習室 

北 神 分 館 平成 7 年 12 月 
931 

（931） 
85,466 

417,425 
（1,420） 

閲覧コーナー 
（学習室） 

新長田図書館 平成 7 年 12 月 
1,022 

（995） 
92,867 

324,830 
（1,105） 

アジアコーナー 
多目的室 

須 磨 図 書 館 昭和 56 年 9 月 
762 

（647） 
78,701 

373,092 
（1,269） 

カーペット絵本コ
ーナー 

垂 水 図 書 館 平成 3 年 11 月 
855 

（686） 
91,320 

713,214 
（2,426） 

 

西 図 書 館 平成元年 4 月 
880 

（703） 
113,013 

878,538 
（2,988） 

 

合 計 － 
9,565 

（7,645） 
897,642 

5,220,174 
（17,756） 

 

平 均 － 
957 

（765） 
89,764 

522,017 
（1,776） 
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２．アンケート調査内容と結果 

１．アンケート調査について 

 実施期間 平成 20 年 9 月 5 日(金) ～ 9 月 11 日(木) 

 回答人数 ８９２名 

 調査内容 アンケート用紙参照（P.19） 

 

２．回答人数内訳 

  単位（人） 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70代～ 無記入 計 

男性 16 8 37 39 20 51 32  203 
女性 18 30 165 180 75 64 21 4 557 

無記入 3 6 15 19 22 35 23 9 132 
計 37 44 217 238 117 150 76 13 892 

 
３．調査結果 
（１）全体 
 問 1（機能・サービスの充実について） 
  第 1 位 調べものへの支援 
  第 2 位 電子資料への対応（インターネット等の情報提供） 
  第 3 位 子ども、親子へのサービス 
 問 2（施設の充実について） 
  第 1 位 調べものができる席 
  第 2 位 ゆったりとした空間や座席 
  第 3 位 学習、自習のスペース 
 問３（本の充実について） 
  第 1 位 ベストセラーや実用書 
  第 2 位 子どものための読み物や絵本 
  第 3 位 多くの種類の雑誌や新聞 
（２）男性 
 問 1（機能・サービスの充実について） 
  第 1 位 電子資料への対応（インターネット等の情報提供） 
  第 2 位 調べものへの支援 
  第 3 位 高齢者へのサービス 
 問 2（施設の充実について） 
  第 1 位 調べものができる席 
  第 2 位 ゆったりとした空間や座席 
  第 3 位 学習、自習のスペース 
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問３（本の充実について） 
  第 1 位 ベストセラーや実用書 
  第 2 位 専門書 
  第 3 位 多くの種類の雑誌や新聞 
（３）女性 
 問 1（機能・サービスの充実について） 
  第 1 位 調べものへの支援 
  第 2 位 子ども、親子へのサービス 
  第 3 位 電子資料への対応（インターネット等の情報提供） 
 問 2（施設の充実について） 
  第 1 位 ゆったりとした空間や座席 
  第 2 位 調べものができる席 
  第 3 位 学習、自習のスペース 
 問３（本の充実について） 
  第 1 位 ベストセラーや実用書 
  第 2 位 子どものための読み物や絵本 
  第 3 位 子どもの調べ学習に役立つ本 
 
４．自由意見 
新東灘図書館に対する自由意見としては、以下の内容のものが多く寄せられた。 

 
１．機能・サービスの充実について 
（１）開館時間の延長や祝日開館を実施すること 
（２）視聴覚サービスの充実 
（３）ボランティア活動支援の充実 
（４）書架等の表示を判り易くすること 
２．施設・設備の充実について 
（１）図書館へのアクセスのため駐輪場等の確保をすること 
（２）エレベーターの設置等バリアフリーの施設とすること 
（３）乳幼児連れの方の利用に配慮すること 
３．資料の充実に関すること 
（１）洋書絵本や調べ学習のための児童書の充実 
（２）傷んだ本や古い本の買い替えをすること 
（３）新刊書の充実 
 



（参考）アンケート調査用紙 

 
（仮称）新東灘図書館整備についてのアンケート調査 

平成 20 年 9 月

神戸市立図書館

 神戸市では、東灘図書館を旧東灘区役所跡地に移転整備する予定です。地元の方や学識経験者からな

る（仮称）新東灘図書館整備検討委員会を設置し、整備方針について検討を進めていますが、この度ア

ンケート調査を実施することとなりました。参考にさせていただきますのでご意見をお聞かせ下さい。

※回答は、必要だと思われる項目（５つまで）の番号に○をつけ、そのうち最も必要だと思われる項目

（ひとつ）には◎をつけてください。 

問１ 新しい図書館には、どのような機能・サービスの充実が必要だと思われますか？ 

１．調べものへの支援 

２．電子資料などへの対応（インターネット等の

情報提供など） 

３．子ども、親子へのサービス（本との出会い、

親子のふれあい、調べ学習への対応など） 

４．高齢者へのサービス 

５．障害者へのサービス（対面朗読など）  

６．外国人へのサービス  

７．読書に関わるボランティア活動への支援（資

料や活動機会の提供など） 

８．学校や地域との協力（子どもの読書活動推進

など） 

９．行事の開催（おはなし会、資料展示など） 

問２ 新しい図書館には、具体的にどのような施設の充実が必要だと思われますか？ 

１．調べものができる席   

２．持ち込みパソコン等でインターネットが使え

るスペース 

３．親子で本を読んだり、読み聞かせができるス

ペース   

４．独立したおはなしの部屋 

５．読書に関わるボランティアのためのスペース

６．学習、自習のスペース   

７．郷土資料の展示スペース（ギャラリー等） 

８．集会や行事のスペース 

９．多くの本が置ける書棚のスペース 

１０．ゆったりとした空間や座席 

問３ 新しい図書館には、どのような本の充実が必要だと思われますか？ 

１．ベストセラーや実用書   

２．専門書 

３．調べものに役立つ参考図書（辞書や統計類）

４．郷土に関する本 

５．地域や行政に関する情報   

６．多くの種類の新聞や雑誌 

７．子どものための読み物や絵本 

８．子どもの調べ学習に役立つ本 

９．大活字本等 

１０．外国語で書かれた本 

ご協力ありがとうございました。 

回答いただいたご自身についてお聞かせ下さい。（該当箇所に○をつけて下さい） 

性別 男 ・ 女 年齢 10 代  20 代  30 代  40 代  50 代  60 代  70 代以上 

職業  会社員・公務員  自営  ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾊﾟｰﾄ  主婦（夫）  学生・受験生  無職  その他 

《自由意見欄》 

※(仮称)新東灘図書館の整備について、ご意見がありましたらご記入ください。 

 

 

 - 19 - 



 - 20 - 

３．市民の方からいただいたご意見 

区 分 内      容 

機能・サービス 

     13 件 

市図書館と学校の図書室とのネットワークを図って欲しい。(8/12) 
平日の開館時間を夜 8 時までに（8/21） 
大学図書館、学校図書館とは棲み分けを（8/21） 
区民の文化発信センター（8/30） 
高齢者、障がい者サービス 
（対面朗読、大活字本・録音図書、盲学校・点字図書館との連携）（9/1） 
学生の利用（ヤングアダルトコーナー）（9/1） 
学校との連携 
（出かけて行くサービス、授業支援、教師対象の図書館リテラシー）（9/1） 
大学・学校図書館との蔵書、利用の棲み分け、専門書は大学図書館を紹介（9/8） 
市民が誇れるハイブリッド図書館（9/11） 
市民、地域の団体・企業の課題解決をサービスの柱に（9/11） 
区内の学校図書館、諸施設のハブ機能（9/11） 
学校図書館との連携についてのシステム、人材確保は（9/26） 
学校図書館への資料提供、市民図書室の利用、公民館との連携を視野に入れた図

書館のモデルケースになるよう（9/27） 
施設・設備 

     22 件 

住民規模にみあった大きさの図書館（7/30） 
面積(1000 ㎡～1500 ㎡)等の制限をせず、新しい図書館を(8/12) 
｢これからの図書館像｣にあるように、区民 20 万人強がゆっくり読書や調べもの、

勉強、講演会や集会ができる明るくゆったりとしたスペース（8/15） 
閲覧室以外に自習スペースやコンピュータを利用できるスペース（7/30） 
図書館に勉強部屋があってもいいのでは。アメリカでは学校の図書館で、日本で

は塾の部屋で勉強(8/12) 
子どもが座り込んで本が読めるスペース（7/30） 
読み聞かせとおはなし(ストーリーテリング)のできる部屋（8/17） 
住民が気軽に利用できる集会室（7/30） 
文化的な総合的なスペース(会議室、発表する場)を整備して欲しい(8/12) 
車でも利用できるように（7/30） 
駐輪場を設置してほしい（9/12） 
入口を 2 号線側だけでなく東や南側からも（8/21） 
カフェではなく飲食のできる場所（8/21） 
食堂や喫茶店も必要、中庭を望むカフェのようなものがあったらいい(8/12) 
今はくつろぐスペースがない（8/30） 
幼児用トイレが必須（9/1） 
授乳室もいる(8/12) 
書架間は車椅子が十分通れる広さが大前提。見やすさを考慮して書架間隔を設定

し必要面積の算定を（9/2） 
開放感のためにガラスを多くして館内の温度調節にコストがかからないように

日陰も考えて（9/8） 
個室は使用目的は固定化せず効率の良い共用、活用方法の構築（9/8） 
建物はプレーンにし奇抜さや無駄な大きさを優先しない（9/11） 
市民が希望する図書館を精査して図書館の規模の検討を（9/27） 
 

資料 図書館にだんじりを置くよりは 1 冊でも多くの本（7/30） 
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     10 件 図書館にだんじりの展示は不要、書籍中心に（8/30） 
東灘区では大学の先生が多く住んでおり、個人的な蔵書を譲ってもらえるはずだ

から、ストックできるスペースが要る。10 万冊ということに限定するべきでは

ない。(8/12) 
専門的な図書が少ない。他の図書館から取り寄せるという機能がない。(8/12) 
大学の図書館との連携をして、専門書等が借りることができるようにして欲し

い。(8/12) 
東灘区の特色である酒、水等、区の歴史コーナーを整備(8/12) 
御影、住吉、本山等の各地区の歴史を伝えることのできるスペース(8/12) 
利用者の希望を取り入れた蔵書を希望、本の紹介（8/21） 
書籍の充実が予約の削減につながる（8/30） 
蔵書数は 70 万冊以上、映像・音響・電子媒体 3 万点、インターネット端末、デ

ータベース。市民に対するサービスに徹底（9/11） 
その他 

     21 件 

区の図書館のための基金(例えば 10 億円)を作って図書館の充実を(8/12) 
東灘区の全戸から数百円集めて基金(8/12) 
企業との連携は必要ではないか(8/12) 
一定期間で企業の宣伝ができる場所（8/12） 
ソフトの事業（例えばコンクール）をやって欲しい(8/12) 
新しい図書館は指定管理制度になるのか(8/12) 
新しい図書館に期待している（8/21） 
開かれた利用しやすい施設（8/21） 
委員の質問、意見に対し事務局が否定的な発言（9/2） 
「これからの図書館像」の趣旨を理解しない事務局の説明（9/2） 
事務局は委員、市民から意見、要望を反映したモデル図書館が実現するように関

係部局に働きかけてほしい（9/2） 
従来の利用者、狭い地域だけを考えるのではなく、今まで来館しにくかった人も

来やすい、利用したいと思う、開かれた魅力ある図書館（9/8） 
予約で本が帰ってこないというのなら予約制度の見直しも（9/2） 
絶好の立地。50 年、100 年先を見通した構想を（9/11） 
しっかりした図書館運営の基盤ができるまでは直営で（9/27） 
現東灘図書館への要望（5 件） 

合計 66 件  
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４．検討委員会名簿、開催日程 

（１）(仮称)新東灘図書館整備検討委員会 委員名簿 

        （順不同） 
氏   名 役   職   名 

 
小 西  広 子 
 
志 井  保 治 
 

◎ 芝   勝 徳 
 
目 黒   強 
 

○安 原  一 樹 
 
山 本  孝 子 
 
石 井   修 
 

 
 おはなしかご代表 
 
 東灘区自治会連絡協議会会長 
 
 神戸市外国語大学教授 
  
 神戸大学大学院人間発達環境学研究科准教授 
 
 兵庫教育大学学校教育学部准教授 
 
 東灘区連合婦人会会長 
 
 都市計画総局建築技術部参事 

※ ◎印は委員長、○印は副委員長 
 

（２）(仮称)新東灘図書館整備検討委員会 開催日程 

第 1 回 日時：平成２０年 ７月３１日（木） 午前１０時 ～ １２時 
  場所：中央図書館 2 号館４階  研究室（１）、（２） 
  内容：現状と課題、図書館をめぐる動きについて、自由討議 
 

第２回 日時：平成２０年 ８月１８日（月） 午前１０時 ～ １２時 
  場所：神戸市役所３号館８階  教育委員会室 
  内容：第１回の論点整理、求められる機能・サービス、必要な施設・ 
     設備について 
 

第３回 日時：平成２０年 ９月２５日（木） 午後 １時 ～  ３時 
  場所：神戸市役所３号館８階  教育委員会室 
  内容：アンケート調査結果報告、検討委員会報告書骨子について 
 

第４回 日時：平成２０年１１月２９日（土） 午後 ２時 ～  ４時 
  場所：中央図書館 2 号館４階  研究室（１）、（２） 
  内容：検討委員会報告書について 
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５．検討委員会設置要綱 

（仮称）新東灘図書館整備検討委員会設置要綱 
（目的） 
第 1 条 東灘図書館を移転整備するに当たり、（仮称）新東灘図書館整備検討委員会（以下「検討

委員会」という。）を設置する。 
（職務） 
第 2 条 東灘図書館を移転することより、新たに整備する（仮称）新東灘図書館の機能と整備内

容について検討する。 
（組織） 
第 3 条 検討委員会は、学識経験者、東灘区民代表、行政関係者からなる委員で構成し、教育長

が委嘱する。 
（任期） 
第 4 条 委員の任期は委嘱をした日から平成 21 年 3 月 31 日までとする。 
２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（委員長） 
第 5 条 検討委員会に委員長を置く。 
２ 委員長は、委員の互選により定める。 
３ 委員長は、検討委員会の議事その他の会務を総理する。 
４ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指定した委員がその職務を代行する。 
（検討委員会の会議） 
第６条 検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、必要に応じて委員長が招集する。 
２ 会議の議長には、委員長があたる。 
３ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 
４ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決すると

ころによる。 
（専門部会の設置） 
第７条 委員長は、特定の専門的事項を重点的に検討するため専門部会を設置することができる。 
２ 専門部会の委員は委員長が指名する。 
３ 専門部会の検討事項は検討委員会に報告する。 
（関係職員の出席等） 
第８条 委員長は、会議において関係職員の説明及び資料の提出を求めることができる。 
２ 関係職員は、会議に出席して意見を述べることができる。 
（庶務） 
第９条 検討委員会の庶務は、中央図書館総務課において処理する。 
（その他） 
第 10 条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定め、

検討委員会に報告するものとする。 
附 則 

この要綱は、平成２０年７月３１日から施行する。 


